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乙
ー
 

j
"
 

日
（
金
）
曇
 

剥

ー
壱
纏
籍
m
 

エ
膏
・ー

 

が
」
ら
登
庁
した
 

か
 
生
〈
路
圏
と
 

し
て
の
植
栽
が
 

昭
和
四
十
七
年

新
町
通
り
か
ら
始
ま
っ
た
せ
い

も
あ
り
、
例
年
最
初
の
花
群
は

新
町
に
見
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
 

今
年
は
ど
う
し
た
も
の
か
田
町

の
方
の
花
ぞ
ろ
い
が
早
く
、
軒

を
き
そ
う
ば
か
り
に
咲
き
誇
っ

て
い
た
。
 

ま
ず
、
市
長
室
で
助
役
、
情

報
、
財
政
、
建
設
の
三
課
長
と

打
合
せ
を
し
な
が
ら
、
予
算
特

別
委
員
会
の
開
会
を
待

つ
。
 

十
時
半
す
ぎ
開
会
、
総
額
六

九

一
〇
万
円
の
補
正
予
算
に

つ

い
て
、
国
土
調
査
事
業
、
給
食

セ
ン
タ

ー
搬
送
委
託
料
、
除
雪

機
械
購
入
、
前
田
野
目
公
民
館

の
財
源
に

つ
い
て
、
簡
単
な
質

疑
が
あ
り
、
満
場
一
致
可
決
散

会
。
 

十
二
時
十
五
分
、
市
農
協
役

員
室
で
、
折
り
か
ら
二
〇
、
二

一

〇
円
の
要
求
米
価
貫
徹
大
会
に

出
席
中
の
田
沢
、
竹
内
、
津
川

の
各
代
議
士
、
秋
田
、
櫛
引
両

県
議
に
対
し
「
乾
橋
補
修
工
事

に
関
す
る
陳
情
書
」
を
差
し
上

げ
、
火
災
、
急
患
等
緊
急
事
態

発
生
に
お
け
る
地
域
住
民
の
生

命
、
財
産
保
全
並
び
に
産
業
経
 
 

済
に
及
ぼ
す
影
響
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
た
め
、
仮
橋
を
架
設

し
て
下
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し

た
。
そ
の
結
果
、
県
議
会
、
市

議
会
、
商
工
会
議
所
と
市

の
四

者
が

一
体
と
な
っ
て
、
第

一
班

は
七
月
一
日
直
接
建
設
大
臣
に

陳
情
を
行
う
こ
と
を
申
し
合
せ

た
。
終
っ
て
秋
田
、
櫛
引
両
県

議
に
別
室
で
特
に
こ
の
た
び
の

補
修
問
題
に
関
連
し
、
 一
〇
一

号
、
三
三
九
号
の
両
国
道
の
バ

イ
パ
ス
と
新
長
大
橋
建
設
を
含

む
市
の
交
通
体
系
に
抜
本
的
な

路
政
検
討
に

つ
い
て
県
へ
の
働

き
か
け
を
お
願
い
し
た
。
 

ほ
っ
と
す
る
間
も
な
く
、
湊

の
平
為
家
の
現
在
の
ご
当
主
、
 

平
山
啓
一
郎
氏
（
東
京
豪
徳
寺

在
住
）
と
平
山
正
蔵
氏
（
弘
前

在
住
）
が
お
そ
ろ
い
で
お
見
え

に
な
っ
た
。
重
要
文
化
財
の
指

定
を
待
つ
旧
平
為
家
に

つ
い
て

は
、
市
の
文
化
財
審
議
委
員
会

か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
過
般
市

に
お
譲
り
い
た
だ
い
た
が
、
小

山
教
育
長
と
と
も
に

こ
こ
が
今

後
市
郷
土
館
設
置
の
場
所
と
な

る
こ
と
を
説
明
申
し
上
げ
た
と

こ
ろ
「
平
山
日
記
」
 
につ
い
て

は
原
本
か
ら
の
コ
ピ
ー
を
取
る

こ
と
に
つ
い
て
ご
快
諾
い
た
だ

い
た
こ
と
を
特
記
し
て
お
く
。
 

二
時
三
十
分
か
ら
は
、
か
ね

て
指
示
し
て
い
た
料
飲
店
街
の

環
境
整
備
進
捗
状
況
を
視
察
、
 

五
時
半
退
庁
。
 

lg 

ー
 
六

月
一
一
十五
 

剥 
I
 
花
状
況
を
見
な
 

ち
4

ん
ーそ
と
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柔道の試合場 
について 

試
合
場
は
八
間
に
十
四
間
半

の
中
に
五
間
四
方
の
第
一
、
第

二
試
合
場
の
二
面
を
配
置
し
、
 

そ
の
た
た
み
の
数
は
全
部
で
一
一

百
三
十
二
丁
と
な
っ
て
い
る
。
 

場
外
、
場
内
を
区
別
す
る
た

め
境
界
線
の
内
側
に
幅
七
戎
（
 

二
寸
三
分
）
の
赤
ま
た
は
青
の

テ
ー
プ
を
張
り
つ
け
審
判
に
支

障
の
な
い
よ
う
に
し
、
 一
面
、
 

二
面
の
間
や
場
外
は

一
間
半
で

周
り
に
た
た
み
を
敷
い
て
い
る
 

た
た
み
の
表
が
ビ
ニ
ー
ル
そ

の
他
で
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
当
市
で
は
九
月
一
一

十
五
、
六
日
東
北
六
県
高
校
柔

道
大
会
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

に
は
ビ
ニ
ー
ル
製
百
三
十
二
丁

を
購
入
し
、
場
内
用
に
し
、
来

年
の
本
番
に
は
そ
れ
を
場
外
に

使
用
す
る
考
え
で
あ
る
。
 

来
年
の
本
番
に
は
二
百
三
十

二
丁
の
た
た
み
が
七
十
戎
位
の

高
さ
の
台
上
に
あ
げ
ら
れ
て
試

合
が
行
わ
れ
る
も
の
と
思
う
。
 

地
元
民
の
自
主
的
な
奉
仕
活

動
に
よ
る
環
境
整
備
運
動
が
、
 

こ
と
し
も
七
月
一
日
の
毘
沙
門

を
皮
切
り
に

ー
カ
月
間
に
わ
た

っ
て
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
運
動
は
、
新
市
域
の
巾

員
三
H
以
内
の
市
道
を
重
点
に

敷
砂
利
や
補
修
を
し
、
あ
わ
せ
 

て
村
の
囲
り
か
ら
ゴ
ミ
を
追
放

し
清
潔
な
環
境
を
保
と
・J
と
行

な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

初
日
の
毘
沙
門
地
区
で
は
、
 

朝
七
時
頃
か
ら
百
五
十
人
近
い

地
元
民
が
参
加
し
、
冬
の
間
に

汚
れ
た
家
の
囲
り
ゃ
部
落
の
入

り
口
、
不
法
に
投
棄
さ
れ
た
ゴ
 

、
 

、

l

ー
 

ー
ノ
 

生
活
環
境
 

パ
ト
ロ
ー
ル
本
部
 

}
 
 

住
み
よ
い
 

環
境
づ
く
り
に
 

“国
体
を
花
と
緑
で
迎
え
よ

う
”
青
森
銀
行
五
所
川
原
支
店

で
は
、
こ
の
ほ
ど
市
に
あ
す
な

ろ
国
体
の
花
の
種
子

五
千
粒
を

贈
り
ま
し
た
。
 
（写
真
下
）
 

市
に
贈
っ
た
の
は
、
国
体
の

花
の
う
ち

ケ
イ
ト
ウ
、
マ
リ
ー
 

ゴ
ー
ル
ド
各
二
千
五
百
粒
で
、
 

来
年
の
国
体
に
備
え
国
体
実
行

委
員
会
が
中
心
に
な
っ
て
栽
培

を
始
め

ま
し
た
。
 

「
ー
 
人権
相
談
所
を

J
 

ノー
 
ー
 
開
設
レ
 

▽
と
き
 
七
月
二
十
一
日

（
 

水
）
午
前
十
時
か

ら
 

な
ど
家
庭
内
の
問
題
、
相
続
、
 

境
界
等
の
民
事
に
関
す
る
心
配

ご
と
な
ど
困
り
ご
と
全
搬

相
談
員

（
人権
擁
護
委
員
）
 

尾
崎
正
雄
、
石
井
福
太
郎
、
 

阿
部
方
五
郎
、
福
士
行
男
、
伊

藤
角
右

工
門
、
笠
井
義
作
、
佐

々
木
初
海
、
平
山
ス
エ
 

人
権
共
存
（
お
互
い
に
人
権

を
尊
重
し
よ
う
）
 

rー一般分譲住宅 	、 
×―― 購入希望者を募集ーノ 

△
団
地
 

広
田
団
地
内
 

△
募
集
戸
数

十
戸
 

△
受
付
け
 

七
月
二
十
日
 

（火
）
ー
七
月
一
一

十
七
日
（
火
）
 

△
受
付
時
間

午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
。
 

（上
曜
日
の
午

後
、
休
日
を
除

く
）
 

△
受

付
場
所
 

市
都
市
計
画
課
（
本
庁
三
階
）
 

△
建
設
の
概
要
 

土
地
 
約
二
百
七
十
三
平
方
 

1
1ー
二
百
九
十

二
平
方
1
1
 

建
物
 
六
十
七
平
方
目
ー
七

十
二
平
方
H

（
構造
）
木
造
平

家
建
お
よ
び
二
階
建
）
 

△
お
問
い
合
わ
せ
 

県
住
宅
供
給
公
社
、
ま
た
は

当
五
所
川
原
支
所

（
都
市
計
画

課
）

へ
。
 

部落民の奉仕活動で始まった環境整備運動（毘沙門で） 

でんわ 

ビ5>14l4 

ミ
な
ど
か
き
集
め
、
市
生
活
環
 

▽
と
こ
ろ
 
本
町
「
中
三
J
 

境
課
と

一
体
と
な
っ
て
追
放
作
 

デ
パ
ー
ト
五
階
 

戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
 

▽
相
談
内
容
 
離
婚
や
扶
養
 

／
 
国
体
の
花
の
種
子
ー
 

―
五
千
粒
を
贈
る
レ
 

親

切
が
 
輪
に

な

る
国

体
 

五

所

川
原
 

一
 

I 

ノ・ー
、
、
 

奪
ン三
・『
『
・
一
『マ
「
三
『
・

『
 

、
り
 

環
境
 
運
動
を

展
開
電
嚢
難

ジ
 

II
、
を
追
い
繊
護
鍵
鱗
 

②
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市
政
ダ
イ
ヤ
ル
 

市
政
に
つ
い
て
の
 

行
事
や
予
定
は
 

雷⑤4321 

撃
野草
と
野鳥
の
散
策
 

W
い
一
 

I
IIヤ
コ
グ
サ
（
マ
メ
科
、
 
市
 

撒年晦晦奇巌 

「野犬の退治で薬殺コ 
~ 	 水野尾部落で」 

と
こ
ろ
、
 

『
 

\
 

一
 

一
 

「自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方

を
身
に

つ
け
よ
う
」
 

市
交
通
防
災
対

策
室
の
「
交

通
安
全
教
室
」
が
、
夏
休
み
を

前
に
し
た
児
童
、
生
徒
を
対
象
 

に
行
な
わ
れ

て

い
ま
す
。
車
の

交
通
が
激
し

い

国
道
一
〇

一
号

線
沿
い
に
あ
る

市
立
第
「
弔
学

校
で
は
、

さ
る

七
月
二
日
、

全

校
三
百
三
十
人

の
生
徒
が
参
加

し
、
自
転
車
の

正
し
い
乗

り
方

を
実
地
に
勉

強

し
ま
し
た
。
 

校
庭
に
白
線

を
引
い
た
模
疑
 

交
差
点
で
は
、
自
転
車
で
右
折

す
る
場
合
の
手
の
合
図
の
仕
方

か
ら
停
止
、
発
進
の
合
図
な
ど

基
本
的
な
動
作
を
一
時
間
が

か

り
で
練
習
し
ま
し
た
。
 

市
役
所
裏
の
岩
木
川
原
を
は

じ
め
、
あ
ち
こ
ち
の
広
場
や
グ

ラ
ン
ド
に
今
を
盛
り
と
黄
金
色

で
蝶
形
の
可
愛
ら
し

い
小
花
を

一
群
れ
咲
か
せ
て
い
る
の
が
ミ
ヤ
 

京
都
の
大
仏
、
耳
塚
の
あ
た

り
に
多
く
生
え
て
い
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
名
が

つ
け
ら
れ
た
の

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

生
活
カ
が
強
い
多
年
草
で
す

の
で
、
毎
年
同
じ
場
所
に
姿
を
 
 

見
せ
て
く
れ
ま
す
。
 

黄
金
色
の
花
に
ま
じ
っ
て
、
 

赤
色
の
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ニ
シ
キ

ミ
ヤ
コ
グ
サ
（
錦
都
草
）
と
呼

ば
れ
て
珍
重
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

初
夏
の
蒼
空
の
も
と
、
黄
金

色
に
輝
き
群
れ
咲
く
姿
は
、
五

所
川
原
を
代
表
す
る
野
草
で
あ

る
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

県
下
い
っ
せ
い
に
七
月
二
十

一
H
か
ら
L
月
三
十
日
ま
で
 

A
重
点
目
標
 

、
夏
休
み
中
の
子
ど
も
を
交

通
事
故
か
ら
守
ろ
う
。
 

暴
走
、
飲
酒
運
転
を
な
く

し
よ
う
。
 

踏
切
事
故
を
な
く
し
よ
え

こ
れ
か
ら
は
海
や
山
へ
の
行

楽
、
帰
省
、
夏
休
み
、
夏
ま
つ

り
な
ど
に
よ
り
、
人
出
が
多
く

な
る
と
と
も
に
、
暑
さ
の
た
め

に
心
身
の
疲
労
、
注
意
力
の
減

退
、
ま
た
暴
走
、
飲
酒
運
転
に

よ
る
交
通
事
故
が
多
発
す
る
時

期
で
す
の
で
、
市
民
総
ぐ
る
み

の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交

通
事
故
防
止
を
は
か

り
明
る
く

住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協

力
願
い
ま
す
。
 

保
健
所
で
は
、
 

麻
酔
銃
や
共
同
捕

獲
に
よ
り
野
犬
狩

り
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
最
近

放
し
飼
い
の
犬
や

捨
て
犬
が
増
え
、
 

こ
れ
ら
の
犬
が
野

犬
化
し
、
ゴ
ミ
を

さ
ん
ぎ
ん
荒
し
た

り
、
農
作
物
等
へ

被
害
を
与
え
た
り

で
、
そ
の
横
行
に

困
り
切
っ
て
い
た
 

今
度
は
児
童

へ
襲
い
 

か
か
る
と
い
う
事
故
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。
 

県
農
業
者
年
金
推
進
協
議
会

は
、
六
月
七
日
、
経
営
移
譲
年

金
給
付
開
始
記
念
式
典
を
青
森

市
の
県
農
業
会
館
で
行
な
い
ま

し
た
。
井
写
真
上
廿
 

こ
の
式
典
に
は
、
さ
る
四
月

二
十
日
の
第
一
回
裁
定
で
確
定

さ
れ
た
県
内
の
受
給
者
第
一
号

十
九
人
を
招
き
年
金
証

書
と
記

念
品
を
贈
っ
て
お
祝
い
し
た
も

の
で
す
。
 

農
業
者
年
金
制
度
は
、
昭
和

四
十
六
年

一
月
に
発
足
し
て
以

来
、
こ
こ
に
初
め
て
の
年
金
受

給
者
を
み
た
わ
け
で
、
関
係
者

の
喜
び
が
式
典
の
会
場
か
ら
伝

わ
っ
て
く
る
よ
う
で
し
た
。
 

そ
こ
で
保
健
所
で
は
、
市
役

所
と
協
力
し
て
、
 一
番
効
果
の

あ
る
薬
殺
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
 

飼
い
犬
は
絶
対
に
放
さ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

薬
殺
の
実
施
は
、
七
月
二
十

九
日
タ
方
か
ら
松
島
地
区
（
水

野
尾
）
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

経
営
移
譲
年
金
は
、
年
金
加

入
者
が
後
継
者
や
第
三
者
に
経

営
を
移
譲
す
る
と
六
十
歳
か
ら

給
付
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
、
 

今
回
、
年
金
証
書
の
交
付
を
受

け
た
当
市
の
受
給
者
第
一
号
は

高
野
の
小
笠
原
正
巳
さ
ん
、
羽

野
木
沢
の
阿
部
謙
五
郎
さ
ん
、
 

毘
沙
門
の
笠
井
タ
ミ

さ
ん
の
三

人
で
す
。
 

小
笠
原
さ
ん
は
、
娘
さ
ん
の

イ
チ
子
さ
ん
に
、
阿
部
さ
ん
は

息
子
さ
ん
の
務
さ
ん
に
、
そ
れ

ぞ
れ
経
営
を
移
譲
し
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
笠
井
さ
ん
は
、
第

三
者
に
経
営
を
譲
渡
し
た
も
の

で
す
。
 

三
 
中
 
で
 

 

コ
グ
サ
（
都
草
）
で
す
。
 

ー
 コ
グ
サ
（
都
草
）
で
す
o
 

~
1

1
1
1
1
1
1
1
1
 

1
 

《】
 

か
旨
に

ー
』
」
」
」
白
く
い・
い糾1
1ー

ー
ー
ー
ー
ー
」
 

／
第
一
号
に勤
誰
報証
敏
レ
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五所川原電報電話局 

（電話4-2000) 

I費・代行業者にご注意 

お申込みは電話局の窓口ハ、 

最近、県内各地で電話債券の買い取りを目的とした申込

み代行業者が活動しています。 

この代行業者は、公社とは全く関係がなく申込みの代行

契約をしたことにより、早くつくとか、安くつくことも、 

ありません。 

この方法によると債券売却に伴う手数料が一般の場合と

比べ2,400 円ほど支払い増となるほか代行手続も頬わしく

メリットがありません。 

電話のお申込みは、局の窓口で簡単にできますので直接

おいでください。遠方のかたは電話でも受付けますからお

近かくの電話柱の番号を、お知らせください。 

いま、申込まれますと当月か、おそくとも翌月中にはお

取付けできる見込みです。 

「
 

郷
土
、
青
森
県
内

の
名
産
品

を

一
堂
に
集
め
た
市
町
村
の
特

産
品
の
紹
介
展
示
と
実
演
、

な

ら
び
に
即
売
を
お
こ
な
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
お

い
で
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

▽
と
き
 
八
月
十
四
日
（
土
 

）
ー
十
六
日
（
月
）
ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 
市
内
柏
原
町
「
 

七
月
二
十
一
一

日
か
ら
八
月
一
一

十
三
日
ま
で
子

ど
も
さ
ん
が
長
 

い
り
ま
す
。
 

夏
休
み
中

の

生
活
に

つ
い
て

は
、
学
校
で
指

導
し
て
お
り
ま

す
が
、
交
通
事

故
や
シ
ン
ナ
ー
、
 

接
着
剤
乱
用
に

よ
る
事
故
な
ど

が
心
配
さ
れ
ま

す
。
 

子
ど
も
と
の
 
 

〕
 

、
 

丸
キ
」
飛
島
デ
パ
ー
ト
六
階

展
示
す
る
県
産
品
は
、
八
月

一
日
付
け
市
広
報
で
お

知
ら
せ

し
ま
す
。
 

法
務
局
が
移
転
 

青
森
地
方
法
務
局
五
所
川
原
 

支
局
は
、
七
月
十
二
日
か
ら
新
 

庁
舎
で
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
 

時
間
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
 

子
ど
も
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
る
機
会
で
す
。
 

子
ど
も
の
成
長
ぶ
り
に
び
っ
 

思
い
ま
す
が
、
親
と
子
の
人
間

関
係
が
大
切
で
す
。
 

親
と
子
の
話
し
合

い
を
中
心

に
楽
し

い
夏
休
み
に
し
た
い
も

の
で
す
。
 

ま
た
、
夏
休
み
中
、
警
察
署

の
有
線
放
送
で
、
午
後
五
時
三

十
分
と
午
後
八
時

の
二
回
「
愛

の
メ
ロ
デ
イ
ー
」
を
流
し

ま
す
。
 

▽
 
午
後
五
時
三
十
分
の
メ
ロ

デ
イ
ー
 

子
ど
も
は
、
遊
び
を
や
め
 
 

す
。
法
務
局
を
ご
利
用
さ
れ
る

方
は
ご
注
意
願

い
ま
す
。
 

▽
新
庁
舎
所
在
地
 

五
所
川
原
市
字
ー
ッ
谷
一
一

五
番
地

一
。
 （前
田
製
材
所
東

側
、
共
済
組
合
通
り
）
 

「
市
民
キ
ャ
ン
プ
 

F

の
集
い
 

△
主
催
 
市
教
育
委
員
会
 

△
と
き
 
七
月
三
十

一
日
、
 

八
月
一
日
、
 
（雨
天
決
行
）
 

△
集
会
場
所
と
時
間
、
市
民

文
化
会
館
前
午
後

一
時
出
発
（
 

貸
切
バ
ス
利
用
）
 

△
参
加
対
象
、
個
人
参
加
、
 

グ
ル
ー
プ
参
加
（
家
族
を
含
む
 

）
と
も
小
学
四
年
生
以
上
と
し

グ
ル
ー
プ
参
加
は
必
ず
大
人
の
 

て
、
家
に
帰
り
ま
し
ょ
う
。
 

▽
 
午
後
八
時
の
メ
ロ
デ
イ
ー
 

子
ど
も
の
寝
る
時
間
で
す
。
 

（少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
）
 

ー
 
ン

ナ
ー
、
接
着
 

J
 

！
 

等
乱
用
防
止
を
 
一
 

一
時
下
火
に
な
っ
て
い
た
、
 

シ
ン
ナ
ー
、
ボ
ン
ド
、
接
着
剤

等
の
乱
用
が
ま
た
急
激
に
増
加

し
憂
慮
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
 

シ
ン
ナ
ー
、
ボ
ン
ド
、
接
着

剤
等
を
乱
用
す
る
と
、
な
か
な

か
や
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ

の
た
め
人
体
で
最
も
重
要
な
神

経
細
胞
の
機
能
を
麻
庫
し
、
低
 
 

リ
ー
ダ
ー
が
い
る
こ
と
。
 

△
参
加
料
 
児
童
、
生
徒
一
、
 

〇
〇
〇
円
、
 一
般
一
、
五
〇
〇

円
（
バ
ス
賃
、
食
事
三
食
分
、
 

ス
ポ
ー
ッ
障
害
保
険
を
含
む
）
 

△
申
し
込
み
 
七
月
二
十
日

正
午
ま
で
。
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
を
記
入
（
グ
ル

ー
プ

の
場
合
は
代
表
者
を
明
示
）
の

う
え
、
市
教
育
委
員
会
、
太
陽

と
雪
の
課
へ
お
申
し
込
み
下
さ

い
（
電
話
四
局
三

一
九
二
番
）
 

先
着
一
〇
〇
人
で
締
切
り
ま
す
。
 

1
下
山
さ
ん
香
典
返

J
 

・

ー
し

に
五
万
円

L
 

市
内
田
町
の
下
山
豊
利
さ
ん
 

下
さ
せ
、
精
神
異
常
や
中
毒
死

を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

（最
近
全
国
的
に
中
毒
死
が
増

加
し
て
い
ま
す
）
 

わ
が
子
に
限
っ

て
の
安
心
感

は
禁
物
で
す
。
日
頃
か
ら
子
ど

も
の
態
度
、
行
動
、
友
人
関
係

な
ど
に
注
意
し
、
変
化
に
気
づ

い
た
と
き
は
早
急
に
警
察
署
ま

た
は
、
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

五
所
川
原
警
察
署
刑
事
課
防
犯

少
年
係
T
E
L
⑤

2
1
4
1
番

五
所
川
原
市
少
年
補
導
セ
ン
タ
 

ー
（
中
央
公
民
館
内
）
 

T
E
L
⑤

2
3
5
2
番
 

（少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
）
 
 

は
、
こ
の
ほ
ど
香
典
返
し
と
し

て
市
教
育
振
興
会
に
五
万
円
を

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

1
五
所
川
原
青
年

コ
 

F
ク
は
益
金
寄
付

L
 

五
所
川
原
青
年
ク
ラ
ブ

（藤

森
健
悦
会
長
）
は
、

こ
の
ほ
ど
 

「
わ
ら
び
座
」
公
演
の
益
金
一
一

万
二
千
円
を
市
教
育
振
興
会

に

寄
付
し
ま
し
た
。
 

コ
開
店
記

念
に
ー
 

F

ニ
十
万
円
寄
付
ー
 

市
内
裏
田
町
の
「
ス
タ
ー
会

館
」
 
で
は
、こ
の
ほ
ど
五
所
川

原
店
の
開
店
を
記
念
し
て
市
教

育
振
興
会

に
二
十
万
円
を
寄
付

し
ま
し
た
。
 

自
衛
官
採
用
案
内
 

一
般
陸
海
空

ニ
士
は
常
時
受

付
中
、
入
隊
予
定
八
、
九
、
十

月
。
 

来
春
卒
業
見
込
み
の
高
校
以

上
の
男
女
は
十
月
一
日
か
ら
受

付
、
初
任
給
現
在
七
万
三
千

七

百
円
ま
た
他
に
基
幹
要
員
（
自

衛
隊
生
徒
、
防
衛
大
学
、
同
医

大
、
航
空
、
看
護
学
生
、
 一
般

曹
候
生
あ
受
付

も
行
な
い
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
市
窓
口
サ
ー
ビ

ス
課
ま
た
は
、
自
衛
隊
募
集
事

務
所
（
T
E
L
五
ー
二
三
〇
五
 

）
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

おしらせ 
第
七
県
産
品
愛
用
ま

つ
り
 

回
 
八
月
、
五
所
川
原
で
開
く
 

い
夏
休
み
に
は
 

く
り
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
 

こ
わ
い
の
は
 
急
ぐ
あ
な
た
の
 

そ
の
心
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
願
い
ま
す
0
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